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　鹿島灘高には、学校が独自に開講した「ニーハオ中国語」、「ふれあ
とうげい だい こ こう ざ

い陶芸」、「楽しい和太鼓」などの特色ある講座が用意されています。
こう ざ こう し まね

　どの講座も外部講師をお招きして、希望する生徒が学習しています。

なお、この３講座については、中学生など向けの夏の学校説明会におい
じゅぎょう

て、授業体験も行っています。

　また、「ふれあい陶芸」と「ニーハオ中国語」、書道講座「実用の書」
こ いっぱん いっしょ

は、事前に参加を申し込まれた一般の方も生徒と一緒に学んでおり、お
たが し げき あた

互いに刺激を与えたり、もらったりしています。
せってい

　さらに、１年次で全員が学校設定科目「心理学」をカウンセラーの先
り かい

生から学ぶことで、自分を理解し、他者も理解するとともに、コミュニ
しんけん

ケーション力の向上をめざして真剣に授業に取り組んでいます。
すが や のりゆき

（教頭　菅谷則行）

総文祭で、息を合わせて演奏する
鹿島灘高和太鼓部＝岐阜県土岐市

と き そうごう

　８月３日、岐阜県土岐市で行われた全国高校総合文
きょうど げいのう わたし だい こ

化祭（総文祭）の郷土芸能部門に、私たち和太鼓部が
けんめい はげ

出場しました。部員９人が一生懸命練習に励んできま
おお の ほ ぞん し どう

した。日曜日も地区の公民館で、大野はまなす太鼓保存会から指導を受
ひ ごろ はっ き えんそう

け練習してきました。発表当日は、日頃の練習の成果を発揮し、演奏し
おおぜい きんちょう がん ば

ました。大勢の前で緊張しましたが、全員が息を合わせて頑張りまし
ひ ろう は とう か しまなだ

た。披露した曲目は「大野はまなす太鼓保存会　大野波涛」。鹿島灘に
お よ か ひょうげん

押し寄せる大波、小波を大太鼓と小太鼓の掛け合いで表現しました。
ち いき

　私たちの和太鼓部は、交通安全キャンペーンなど、地域のイベントで

も演奏を行っています。ぜひ演奏を聞きに来てください。私たち和太鼓
みな ぞ ひび た

部は、地域の皆さまの力添えをいただきながら、太鼓の響きを絶やすこ
あんじゅうそうた

となく頑張ってまいりたいと思います。 （３年　安重颯太）

◆校　長　井上宏孝

◆生徒数　１２１人

◆創　立　１９８０年

◆住　所　鹿嶋市志崎１２１
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　鹿島灘高校は、鹿行地域にある「フレ
せい ふ つう

ックススクール」（定時制・普通科）で

す。本校では、午前部、午後部、夜間部

の３部から、自分の生活スタイルや通学、
しゅうがくじょうけん

就学条件に合わせて、自分の通学する部

を選ぶことができます。そして今年、フ
むか

レックススクールになってから�年目を迎えました。
ていねい よ そ

　この学校は、生徒一人一人に丁寧に寄り添ってくれ、
ぎ む だん

今までの学校生活でうまくいかなかった人、義務教育段

かい き そ がん ば

階の基礎から勉強を頑張りたい人、少人数で学校生活を
こた

送りたい人など、さまざまなニーズに応えてくれる学校

です。みんな自分のペースで学校生活を送ることができ

るし、毎日安心して学校生活を送ることができます。さ
ねんれいそう はば

らに、通っている生徒の年齢層が幅広く、ここでしか味
なだしお

わえない交流、クラスマッチや「灘潮祭」（文化祭）な
かつやく

どの行事、委員会活動や部活動など生徒全員が活躍でき
みりょく

る場がたくさんあるのも本校の魅力です。
やまと あ らん

（生徒会長　３年　大和愛蘭）
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　８月４日、東京都内で開かれた全国高等学校定時制通信制柔道大会
や とうたけ る こ じん ゆうしょう

で、柔道部の谷藤彪流さん（３年）が個人戦�㌔以下級で優勝しました。

　谷藤さんは中学校から柔道を始めました。高校１年次には、全国高等
ちょう

学校定時制通信制柔道大会の個人戦�㌔超級で全国３位となりました
くや

が、昨年は県大会で負けてしまいました。谷藤さんは悔しさとけがが重

なりましたが、階級を変えて全国大会出場を目指してきました。陸上部
しょぞく しゅんぱつ みが

にも所属し、瞬発力やスピード感も磨いてきました。今年の県大会で
かか

は、けがを抱えながら昨年度決勝で敗れた選手に勝利して全国出場を決
きょうてき

めました。全国大会では強敵に勝利し、決勝戦では昨年度優勝選手に一

本勝ちし、２年前の悔しさを晴らしました。
じ えいたい

　谷藤さんは３月に卒業予定で、自衛隊入隊を希望しています。谷藤さ

んは「全国優勝して、ほっとしている。これからも柔道を続けて、自分
かつやく え がお かんとく す が た ゆう き

を磨いて活躍したい」と笑顔で話しました。（柔道部監督　須賀田友喜）

（��） こども Ａ版　 第三種郵便物認可 � � � � ����年（令和６年）�月��日　　水曜日


